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新型コロナウイルス感染症流行によりまして、皆様にはステイ・ホーム

が提唱されております。それに伴いまして、患者の皆様において、日々の身体活

動量が低下してしまうことが、心配されております。ご高齢者の多いこの病気に

おいては、身体活動量の低下は症状を悪化させ、入院のリスクを高めることにつ

ながります。つまり身体活動量を維持することは、極めて大切な注意点でありま

す。ステイ・ホームを保ちながら、自宅での軽度な運動（立位保持、足踏み、階

段歩行、ラジオ体操など）をできる範囲で行うことで、『ステイ・アクティブ』

も実践するようお願いいたします。 


